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●スポーツフェス2016　さまざまなスポーツを楽しめます。 10月10日（祝）開会式9時45分〜、15時まで　場松山下公園

　印西の貴重な自然や文化財を大切に守り続けて欲しいとの思いか
ら、茨城県利根町在住の日本画家・石村雅幸氏が松虫寺のスダジイ
（椎の木）を描いた「樹

じゅ

洞
どう

」を寄贈くださいました。
　石村氏は、玉川大学芸術学科を卒業。（公財）日本美術院主催の春
の院展で入選24回・奨励賞4回、院展で入選28回・奨励賞4回のほ
か数多くの受賞経歴を持ち、現在は、同院特待。茨城県展委員、茨

巨樹を描き続けて20年　

日本画家 石村雅幸氏が作品を寄贈

石村氏と寄贈作品「樹洞」

城美術会副会長。
岩絵具で繊細に描
かれた樹皮の質感
と迫力ある巨樹を
ぜひご覧くださ
い。作品は印旛支
所3階に展示して
います。
◎展示時間…月曜
〜金曜日・9時〜
17時
印旛支所市民

サービス課地域支
援係（☎98-1111）

広報　いんざい

　暖かな陽気となり身体を動かしたい季節になりましたね。でもスポー
ツは無理という方もいるのではないでしょうか。皆さん「広報いんざ
い3月1日号」の「いんざい健康ちょきん運動」の記事を覚えていますか。
ちょきん運動は、健康づくりと地域づくりを目的にした住民主体の活動

に伺ったのは初回の説明会の日。市役所の担
当者から、ちょきん運動の目的や効果などの
説明を受けた後、いよいよ運動の実践です。
「花」「茶摘み」などの懐かしい唱歌に合わせて
腕、膝、脚を順番にゆっくり動かします。

です。
　今回私は、この活動を1月から始めた原山地区の「す
ずらん会」さんを二度にわたって取材しました。1度目

Let's try「いんざい健康ちょきん運動」
まずは血圧チェック

緊張ぎみの初回の様子

３回目では進行係に合わせてハツラツと

2/22 おでかけインフォメーション

広報レポーター
塩田 幸子（浦部）

　2度目に伺ったのは3回目の活動日。「こんにちは」と元気に集まってくる皆さん。初回は
「なんとか続けられそうかな」と少し気後れぎみだったものの、会場に入ると各自椅子を出
したり、血圧を測ったりすっかり慣れた様子。歌詞めくりや音楽を流す人も決まっていて、
進行係の愉快な声掛けに沿って運動も記録もとても順調。運動する時の歌声の美しさにも
びっくりしました。歌って運動してお話しして、身体と気持ちをほぐし、笑顔で帰ってい
く皆さんの姿が印象に残る取材でした。
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まちのできごと

ホットなニュースをご紹介

PHOTO 
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　木下の武蔵屋（国登録有形文化財）と吉岡蔵でひな祭りが開催されました。
　武蔵屋（写真右）では大正時代のひな人形や地元に残る色打掛などが、ま
た吉岡蔵（写真左）では江戸時代のひな人形や手作りの吊るし雛が所狭しと
飾られ、市内外から訪れた人たちの目を楽しませていました。

八幡神社の
獅子舞

「八幡神社の獅子舞」
見学と歴史散策

　オヤジ（親獅子）、セナ（若獅子）、カカ（雌獅子）
が笛の音に合わせて小太鼓を打ちながら舞う三
匹獅子舞です。春の農作業の始まりの時期に、
家内安全と五穀豊穣を祈願して奉納されます。
辺田前コミュニティーセンター（中根187）
生涯学習課文化係（☎33-4714）

　獅子舞を観ながら春たけなわの本埜
地区を歩きませんか。
【コース】印西牧の原駅（集合）→中根鳥
見神社→八幡神社→東漸寺→龍腹寺→
印西牧の原駅（解散）※約8.5㎞
50人
1人300円。（保護者同伴の中学生以

下は無料）
昼食、飲み物、敷物を持参
4月14日（日）までに住所、氏名、電
話番号をメールまたはFAXで下記へ
協会ホームページからも可
印西ふるさと案内人協会・井越（☎／

D46-0193、 inzaifurusato@yahoo.
co.jp）
※問い合わせは19時〜21時

市指定無形民俗文化財

12時〜 11時〜16時（雨天決行）

4
21
日

腹に抱えた太鼓を打ちながら力強く舞います

春　木下河岸で時間旅行
吉岡蔵のひな飾り 武蔵屋「町屋ひな祭り」3/2・3 2/28〜3/3

広報
レポーターが気づいたまちの
魅
力住よ

実感
みさ




